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次回の写真テーマ：『春を感じる１枚』
日中はすっかり過ごしやすくなってきましたが、みなさまが見つけた“春”を感じる１枚はなんですか？

たくさんの投稿をお待ちしています。
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今月のテーマ「春を感じる1枚」
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第70回あさがおを開催しました！
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通信の感想・ご意見など、なんでもお気軽にお寄せ下さい。
医療法人養和会 松本 みゆき  0859-29-5351

matumoto_m@yowakai.com 養和会HP

当事者たちの声

「娘と歩んだ、希望を更新する日々－つながりは生きる力－」

「肺がんステージ4です」 その告知を受けた瞬間、頭をよぎったのは自分の命の期限や治療の苦しさでは
ありませんでした。「娘を、これからどう育てていけばいいのか」－その一点だけが、胸を重くのしか
かりました。
治療のことは、専門家である主治医に委ねればいい。けれど、がんという病を抱えながらの子育てに

正解をくれる教科書はどこにもありません。私が必死にネットで検索したのは、最新の医学情報ではな
く「がん治療中の子育て」という、切実な日常のヒントでした。
そんな中で出会ったのが、子どもを持つがん患者のコミュニティ「キャンサーペアレンツ（CP）」で

した。最初は、自分と同じ境遇の方々の日記をそっと読むだけの日々。しかし、日記に綴られる言葉に
触れるうちに、張りつめていた気持ちが、次第に和らいでいくのを感じました。
「私ひとりではないんだ」
医療従事者からの言葉とはまた違う、同じ痛みを共有する仲間たちの言葉は、驚くほど温かく、私の

心に深く響きました。次第に「読む側」から「書く側」へ、そして「会いたい」という願いへと変わり、
大阪でのオフ会に参加。そこで得たエネルギーは、私に大きな決意をさせました。 「私の住む山陰でも、
子どもを持つ患者と家族が集える場所を作りたい」 その宣言は、多くの縁と協力に支えられ、今では大
切な『あさがお』という形になって続いています。
告知された当初、私の視界には「未来」なんて一文字もありませんでした。小学校4年生の娘の成人式

は見られないだろうと諦め、せめてもの思い出に「1/2成人式」の家族写真を撮りました。けれど、今振
り返れば、それが私の「生きる目標」の第一歩だったのかもしれません。
まずは小学校の卒業式を。それが叶えば中学校、高校へと。 分子標的薬という治療の光にも恵まれ、

私はがんと共存しながら、少しずつ、少しずつ目標を「更新」していきました。気がつけば、小学校か
ら高校までPTAの役員も務め上げ、周囲からは「がん患者」とは思われないほど元気に、娘の成長を一
番近くで見守り続けることができたのです。
娘が小学4年生のとき、私は自分の病状を正直に伝えました。それはとても勇気のいる決断でしたが、

今では「伝えてよかった」と確信しています。 娘が小学校の卒業時に、伝え、書いた言葉は。 「私の将
来の夢は、赤ちゃんとその家族を幸せな気持ちにする助産師です。命を大切にする助産師になりたいで
す」
「赤ちゃんとその家族」——。 「家族」という言葉を選んだ背景には、娘自身ががん患者の家族として
葛藤し、命と向き合ってきた歳月があったはずです。がんになったことは決して「良いこと」ではあり
ません。けれど、病を通して娘がこれほどまでに優しく、力強く成長してくれたことには、大きな意味
があったのだと感じています。
この春、娘は高校を卒業し、夢へ向かって大学へ進学します。今度は助産師や看護師になるための厳

しい勉強が始まりますが、私には楽しみがあります。いつの日か、母娘としてだけでなく、同じ看護職
という立場でも対話ができる日が来ることです。 患者の家族の痛みを知る彼女なら、きっと誰よりも心
強い医療者になれるでしょう。かつて、治療の始まりに娘が私を支え、勇気づけてくれたように、これ
からは私が彼女の夢を全力で応援し続けます。国家資格を取得するその日まで、そしてその先も。

結びに：今、不安の中にいるあなたへ ー―――――――――――――――――――――――――――
告知を受けたばかりの時、未来は真っ暗に見えるかもしれません。けれど、どうか覚悟しすぎないでく
ださい。あなたはひとりではありません。 誰かとつながること。小さな目標を立てて、それをひとつず
つ更新していくこと。そして、家族を信じて正直に向き合うこと。 その積み重ねが、いつかあなただけ
の「希望の物語」を紡いでいくはずです。がんと共存しながら、私たちはもっと、欲張りに生きていい
のです。

松本みゆき


